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数
字
で
み
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
在

―
三
一
年
ぶ
り
の
人
口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス
概
観
―小

林 

磨
理
恵

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
〇
一
四
年
人
口
・
住

宅
セ
ン
サ
ス
の
結
果
が
、
二
〇
一
五
年
五

月
に
公
表
さ
れ
た
（The 2014 M

yan-

m
ar Population and H

ousing Census: 

the Union Report

）。
こ
れ
は
実
に
三
一

年
ぶ
り
の
セ
ン
サ
ス
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
人
口
動
態
や
社
会
・
経
済
状
況
を
知

る
う
え
で
最
も
基
本
的
な
資
料
と
な
る
。

本
稿
で
は
、最
新
の
セ
ン
サ
ス
か
ら
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
現
在
の
一
端
を
捉
え
て
み
た
い
。

　

セ
ン
サ
ス
の
質
問
票
か
ら
調
査
項
目
を

み
て
み
よ
う
。
調
査
項
目
は
表
１
の
と
お

り
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
う
ち

宗
教
と
民
族
の
調
査
結
果
だ
け
が
公
表
さ

れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
（
二
〇
一
五
年
九

月
現
在
）。
こ
の
要
因
に
は
、
①
予
想
を

大
き
く
上
回
る
人
々
が
、
リ
ス
ト
化
さ
れ

た
政
府
公
認
の
一
三
五
の
民
族
か
ら
選
択

せ
ず
に
、「
そ
の
他
」
と
し
て
自
身
の
民

族
名
称
を
記
入
し
た
た
め
、
そ
の
入
力
に

手
間
取
っ
て
い
る
こ
と
、
②
二
〇
一
五
年

一
一
月
の
総
選
挙
を
前
に
、
民
族
・
宗
教

対
立
の
リ
ス
ク
を
避
け
た
い
政
府
の
意
向

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑴
。
ま

た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の

人
々
は
、
民
族
名
称
を
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
と
記

入
す
る
こ
と
を
政
府
に
認
め
ら
れ
ず
、
そ

の
多
く
が
セ
ン
サ
ス
の
回
答
を
ボ
イ
コ
ッ

ト
し
た
。
こ
こ
に
民
族
集
団
を
統
計
化
す

る
こ
と
の
政
治
性
と
危
う
さ
が
、
改
め
て

浮
き
彫
り
に
な
る
。

　

ま
ず
、
人
口
動
態
を
み
て
み
た
い
。
人

口
総
数
は
、
五
一
四
八
万
人
で
あ
る
（
紛

争
に
よ
り
未
調
査
の
地
域
の
推
計
人
口
を

含
む
）。
近
年
「
六
〇
〇
〇
万
人
の
新
興

市
場
」
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
だ
が
、
政
府
や
国
際
機
関
の
推
計

人
口
よ
り
、
一
〇
〇
〇
万
人
近
く
下
回
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
人
口
密
度
が
最
も

高
い
都
市
は
ヤ
ン
ゴ
ン
管
区
域
（
七
一
六

人
／km

²

）
で
あ
り
、
次
に
高
い
マ
ン
ダ

レ
ー
管
区
域
（
二
〇
〇
人
／km

²

）、
エ

ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
管
区
域
（
一
七
七
人
／

km
²

）
の
人
口
密
度
と
比
較
す
る
と
、
ヤ

ン
ゴ
ン
へ
の
人
口
集
中
が
際
立
つ
。
人
口

性
比
（
女
性
一
〇
〇
人
に
対
す
る
男
性
の

数
）
は
九
三
で
あ
り
、
男
性
が
女
性
の
数

を
上
回
る
の
は
カ
チ
ン
州
（
性
比
一
〇

八
）
の
み
で
あ
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

二
・
三
（
都
市
部
は
一
・
八
、
農
村
部
は

二
・
五
）
で
あ
る
。
最
も
出
生
率
の
高
い

地
域
は
チ
ン
州
で
四
・
四
、
最
も
低
い
の

は
ヤ
ン
ゴ
ン
で
一
・
七
で
あ
り
、
地
域
間

に
差
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
世
帯

規
模
は
、
全
国
平
均
で
四
・
四
人
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
地
域
間
に
大
差
は
み
ら
れ
な
い
。

　

セ
ン
サ
ス
実
施
時
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
外

に
居
住
し
て
い
た
人
の
数
は
、
約
二
〇
〇

万
人
で
あ
る
。
そ
の
五
三
％
が
女
性
で
あ

り
、「
家
族
に
同
行
」
が
女
性
の
移
住
理

由
の
四
九
％
、「
就
労
」
が
二
三
％
を
占

め
る
。
ま
た
、
男
性
の
移
住
理
由
は
「
就

労
」
が
四
七
％
と
最
も
多
い
。
国
外
移
住

者
の
七
〇
％
が
タ
イ
、
一
五
％
が
マ
レ
ー

シ
ア
に
居
住
し
て
お
り
、
タ
イ
が
移
住
先

と
し
て
圧
倒
的
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。

　

識
字
能
力
の
状
況
に
目
を
転
じ
た
い
。

識
字
率
の
全
国
平
均
は
八
九
・
五
％
（
男

性
は
九
二
・
六
％
、
女
性
は
八
六
・
九

％
）
で
あ
る
。
都
市
部
は
九
五
・
二
％
、

農
村
部
は
八
七
％
で
あ
り
、
や
は
り
差
が

あ
る
。
識
字
率
が
高
い
地
域
は
ヤ
ン
ゴ
ン

（
九
六
・
六
％
）、
ネ

ー
ピ
ー
ド
ー
（
九

四
・
四
％
）、
一
方

で
低
い
の
は
シ
ャ
ン

州
（
六
四
・
六
％
）

で
あ
る
。
シ
ャ
ン
州

で
は
女
性
の
識
字
率

が
五
九
・
四
％
と
と

り
わ
け
低
い
。

　

最
後
に
、
飲
料
水

の
取
得
方
法
を
み
て

み
よ
う
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
全
国
で
は
掘
り
抜

き
井
戸
を
最
も
多
く

使
用
し
て
い
る
（
三
一
・
四
％
）。
水
道

水
は
九
％
の
世
帯
が
使
用
す
る
の
み
で
あ

る
。
都
市
部
に
限
定
す
る
と
、
浄
水
器
・

ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
が
最
も
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
（
三
一
・
三
％
）。
一
方
そ
れ

ら
の
使
用
は
、
農
村
部
で
は
わ
ず
か
二
％

に
止
ま
っ
て
い
る
。
農
村
部
で
は
掘
り
抜

き
井
戸
（
三
二
・
八
％
）、
保
護
さ
れ
た

井
戸
（
二
一
・
八
％
）
が
多
く
使
用
さ
れ

て
お
り
、
生
活
の
状
況
が
都
市
部
と
農
村

部
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
、
飲
料
水
を

例
に
と
っ
て
も
よ
く
分
か
る
。

（
こ
ば
や
し　

ま
り
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
）

《
注
》

⑴
“Census ethnicity data release 

delayed until after election,

” Myan-

m
ar Tim

es, Aug., 4, 2014.

表１　2014年センサスの調査項目

基本項目 氏名、世帯主との続柄、性別、年齢、婚姻状況、
宗教、民族、障害の有無、身分証明書の種別

居住・移住 出生地、現在の居住地、当地での居住期間、移住
した理由、以前の居住地

教育 読み書き能力、就学状況、最終学歴

就労
過去12カ月の活動、過去12カ月の職業、過去12
カ月に就労した組織・企業が提供する主な製品・
サービス

出産
出産した子どもの数、同居する子どもの数、別居
する子どもの数、死亡した子どもの数、最近出産
した子どもの誕生年月、その子どもの性別、その
子どもの生存の有無

住宅
住宅の種類、住宅の所有者、光源燃料、飲料水・
用水の給水源、調理用燃料、トイレの種類、屋
根・外壁・床の主な建築資材、家財（ラジオ、テ
レビ、電話など）の所有

外国に居住
する家族

外国に居住する家族成員の数、その氏名、世帯主
との続柄、年齢、性別、出国年、居住国

家族の死亡
過去12カ月に死亡した家族成員の数、その氏名、
性別、死亡時の年齢、過去12カ月の15～49歳の
女性の死亡時の状況（妊娠中・分娩中・出産後６
週間以内）

（出所） 　The 2014 Myanmar Population and Housing Census: the Union 
Report より筆者作成。


